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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,286世帯（±0）

2,885（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年7月１日現在）

男：１，377（－2）
女：１，508（－2）

世帯
人口2022年

8 月号

8月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 8月31日（水）

町県民税（普通徴収）（第２期）
国民健康保険税（普通徴収）（第２期）
介護保険料（普通徴収）（第２期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（全期及び第１期）

　町民の皆様にご協力いた
だき、今年度も若桜駅前か
ら若桜宿内の軒下に色とり
どりの可愛らしい金魚を多
数飾ることができました。
　真夏の暑い中、一時のそ
よ風に揺れる金魚を眺めて
涼んでいただければと思い
ます。　

（加島　裕子）

みんなのフォトリレー
 第17回
みんなのフォトリレー
 第17回

２年目を迎えた恋こいロード。２年目を迎えた恋こいロード。

氷ノ山スキー場でグラススキー氷ノ山スキー場でグラススキー

主な内容

02	  	第 10 次若桜町総合計画を策定しました

	 	 新型コロナ感染予防対策を続けましょう

03	  	若桜町職員採用資格試験

04	  	若桜町人事異動

06	  	令和３年度若桜鉄道㈱の収支報告



第第
1010
次
若
桜
町
総
合
計
画
を

次
若
桜
町
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

策
定
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を

続
け
ま
し
ょ
う

続
け
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
昭
和
33
年
以
降
、
数
年
次
に
わ
た
っ
て
、
ま
ち
の
総
合

的
か
つ
基
本
的
な
方
向
を
示
す
「
総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
の
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か

ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
証
を
行
い
、「
豊
か
な
自
然
と
歴
史

の
中
で
人
々
が
絆
を
深
め
、
経
済
が
潤
う
ま
ち
」
を
目
標
と
す
る
将

来
像
に
設
定
し
、
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
指
針
と
し
て
、「
第
10
次
若
桜
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
り
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
の
中
で
住
民
同
士
の
絆
を
強
め
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

訪
れ
、
交
流
し
、
移
住
し
、
地
域
経
済
が
循
環
し
、
住
民
の
皆
様
が

い
つ
ま
で
も
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
に

６
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
て
本
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
別
途
お
配
り
し
て
い
る
「
第
10
次
若
桜
町
総
合
計
画

（
概
要
版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
盆
を
控
え
た
こ
の
時
期
は
、
人
と
接
触
す
る
機
会
が

増
え
る
た
め
、
特
に
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
の
着
用

　
（
鼻
出
し
マ
ス
ク
・
あ
ご
マ
ス
ク
は
や
め
ま
し
ょ
う
）

●
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
（
手
指
・
共
用
物
品
）

●
人
ご
み
に
は
行
か
な
い

●
換
気
の
徹
底
（
30
分
に
１
回
）

●
県
外
へ
の
往
来
を
し
た
後
は
検
査
を
受
け
る

※�

普
段
会
わ
な
い
人
（
遠
方
の
家
族
、
友
人
な
ど
）
と
の

飲
食
は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

発
熱
な
ど
症
状
の
あ
る
と
き
は

　

受
診
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
（
５
６
７
）
４
９
２

　
　
（
9
時
～
17
時
15
分
※
土
日
祝
含
む
）

　

☎
０
８
５
７
（
22
）
８
１
１
１

　
　
（
右
記
以
外
の
時
間
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
す
み
で
す
か

ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
１
～
３
回
目
接
種
が
ま
だ
の
方
も
接
種
で
き
ま
す

　

若
桜
町
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
８
５
８
（
82
）
２
２
３
０

　
　
（
9
時
～
16
時
閉
庁
日
除
く
）

　

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
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）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１

年　　齢 接種回数
 ５～ 11 歳 ２回
12 ～ 17 歳 ３回
18 ～ 59 歳 ３回（基礎疾患のある方は４回）
60 歳以上 ４回

家の中でも熱中症になります。声をかけあって熱中症を予防しましょう。
○こまめに水分補給する。
○少しでも体調の悪いときは無理をせず休憩する。
○日傘や帽子を使う。

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
１
４　
IP
☎
９（
82
）２
２
１
４

家にいても危険！熱中症にご注意ください！！
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令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

若
桜
町
職
員
採
用
資
格
試
験

若
桜
町
職
員
採
用
資
格
試
験

　

若
桜
町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
振
興
に
繋
が
る
個
人
及
び
団
体

の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
を
募
集

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
令
和
４
年
度
若
桜
町
職
員
採
用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

応
募
方
法

　

応
募
者
は
申
請
に
必
要
な
書
類

（
申
請
書
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予

算
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
、
若
桜
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
若
桜
町
役
場
企
画
政
策

課
で
配
架
し
て
い
ま
す
。

 

応
募
資
格

　

若
桜
町
に
住
所
を
有
し
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る

者
。（
年
齢
は
問
わ
な
い
）

※
対
象
外

・�

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
主
た
る

目
的
と
し
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団

員
の
統
制
の
下
に
あ
る
個
人
及
び

団
体

・
公
共
に
類
す
る
団
体

※
団
体
の
定
義

・�
若
桜
町
に
お
い
て
地
域
振
興
の
役

割
を
果
た
し
、
個
人
対
象
者
５
人

以
上
の
構
成
員
で
組
織
さ
れ
た
、

町
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
任
意
団

体
。

 

審
査
方
法

　

８
月
下
旬
頃
に
審
査
会
を
開
催

し
、
応
募
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
事
業
の
選
考
を
行

い
ま
す
。

 

事
業
内
容

・�

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
参
加
事

業
（
ス
タ
ー
ト
支
援
）

・�

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
主
催
事

業
（
ス
タ
ー
ト
支
援
）

・�

グ
ル
ー
プ
活
動
・
村
お
こ
し
活
動

支
援
事
業
（
ス
タ
ー
ト
支
援
／

継
続
支
援
／
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支

援
）

 

募
集
期
限

　

令
和
４
年
７
月
28
日
（
木
）
～
令

和
４
年
８
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１

お
問
い
合
わ
せ　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
１
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
１
１

■職種・受験資格等
職　　種 一般事務 保健師 土木技師
採用予定人数 若干名 若干名 若干名
採用予定時期 令和５年４月１日
受 験 資 格 ◆�昭和62年4月

2日から平成
17年4月1日ま
でに生まれた
人。

◆�昭和62年4月
2日以降に生
まれた人。
◆�保健師の資
格を有する
か、令和5年
3月31日まで
に取得する見
込みの人。

◆�昭和62年4月2日以降に生
まれた人。
◆�測量士補、測量士、技術
士建設部門及び土木施工
管理技士のうちいずれか
の資格を有するか、令和5
年3月31日までに取得する
見込みの人で高等学校在
校生でない人。

■
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込

み
の
み

※
鳥
取
県
町
村
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
�（http://w

w
w.totock.jp/

）
の
「
町
村
職

員
採
用
情
報
」
か
ら
入
力
フ
ォ
ー
ム
へ
入
り
、

必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

8
月
25
日
（
木
）
午
後
5
時
ま
で

■
第
1
次
試
験

　

実
施
期
日
：�
9
月
18
日
（
日
）
9
時
30
分
～

9
時
50
分
受
付　

10
時
～
試
験

　

実
施
場
所
：�

八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
八

頭
郡
八
頭
町
富
枝
１
０
番
地

１
）

　

試
験
種
目
：（
一
般
事
務
）

　
　
　
　
　
　

�

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、

性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験

　
　
　
　
　
　
（
保
健
師
・
土
木
技
師
）

　
　
　
　
　
　

�

専
門
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、

性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験

■
第
2
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
対
象
）

　

実
施
期
日
：
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

　

実
施
場
所
：
若
桜
町
内

　

試
験
内
容
：�

口
述
試
験
（
主
と
し
て
人
物
に

つ
い
て
個
別
面
談
に
よ
る
試

験
）
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若桜町人事異動 令和４年７月１日付

課長級
新 旧 氏　名

会計管理者（兼）出納室長 教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長
（兼）学校給食センター所長 谷口　国彦

総務課長（併）選挙管理委員会事務局書記長 総務課長（兼）消防防災係長（併）選挙管理委員
会事務局書記長 山口由企夫

企画政策課長（兼）若桜鉄道運行対策室長 ふるさと創生課長（兼）若桜鉄道運行対策室長 谷本　　剛
町民課長（兼）窓口係長（兼）若桜ゆはら温泉ふ
れあいの湯館長 議会事務局長（併）監査委員事務局長 下石　裕美

福祉保健課長（兼）福祉事務所長 にぎわい創出課長（兼）氷ノ山グリーンエコリゾー
ト推進係長 藤原　祐二

経済産業課長（併）農業委員会事務局長 農山村整備課長（兼）農業推進係長（併）農業委員会
事務局長 中島　毅彦

地域整備課長（兼）上下水道・住宅係長 地域整備課長（兼）道路整備・地籍推進係長（兼）上
下水道・住宅係長 竹本　英樹

議会事務局長（併）監査委員事務局長 町民福祉課長（兼）子育て支援係長（兼）福祉事務所
長（兼）若桜ゆはら温泉ふれあいの湯館長 上川　恭子

教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長
（兼）学校給食センター所長 会計管理者（兼）出納室長 小林　貴之

福祉保健課参事官（若桜町社会福祉協議会派遣） 町民福祉課参事官（若桜町社会福祉協議会派遣） 川戸　康之
福祉保健課参事（兼）福祉係長 町民福祉課参事（兼）福祉環境係長 畷　　友美

課長補佐級
企画政策課課長補佐 ふるさと創生課課長補佐（兼）情報交通係長 太田　昌祐
町民課課長補佐（兼）町民係長 町民福祉課課長補佐（兼）町民サービス係長 岩見　　聡
福祉保健課主幹（兼）福祉事務所所長補佐 町民福祉課主幹（兼）福祉事務所所長補佐 君野久美子
経済産業課課長補佐（兼）林業振興係長 農山村整備課課長補佐（兼）林業・ジビエ振興係長 前田淳一郎
経済産業課課長補佐 にぎわい創出課課長補佐（兼）商工観光係長 岡﨑　晋相
地域整備課課長補佐（兼）道路整備・地籍推進係長 ふるさと創生課課長補佐（兼）企画創生係長 木地谷　諭

教育委員会事務局次長補佐（兼）指導主事 教育委員会事務局次長補佐（兼）指導主事（兼）
総務学校教育係長 西田　彰訓

係長級
総務課消防防災係長 農山村整備課副主幹 中嶋　　功
企画政策課情報交通係長 税務課固定資産係長 三島　達矢
企画政策課企画政策係長 総務課主任 中口　賢一
税務課固定資産係長 にぎわい創出課主任 山根あずさ
経済産業課商工観光係長 にぎわい創出課主任 山根　栄真
経済産業課農業振興係長 総務課主任（併）選挙管理委員会事務局書記 志水　栄介
教育委員会事務局総務学校教育係長 教育委員会事務局副主幹 青木　友美

主任級
総務課主任（併）選挙管理委員会事務局書記 農山村整備課主任 林　　辰彦
企画政策課主任 包括支援センター主任社会福祉士 尾坂　明紀
町民課主任 町民福祉課主任 村中　活恵
町民課主任 町民福祉課主任 井　麻子
経済産業課主任 教育委員会事務局主任 津川　尚貴
経済産業課主任 教育委員会事務局主任 川戸　孝彰
教育委員会事務局主任 町民福祉課主任（兼）福祉事務所主任 山根　詳生
教育委員会事務局主任 地域整備課主任 森岡　　剛

主事級
企画政策課主事 にぎわい創出課主事 本家　由稀
町民課主事 ふるさと創生課主事 片山　公貴
福祉保健課主事（兼）福祉事務所主事 町民福祉課主事 多田　楽空
包括支援センター主事 ふるさと創生課主事 中島　貴大
経済産業課主事 ふるさと創生課主事 津村　雪愛
経済産業課主事 農山村整備課主事 大石　風真
農業委員会事務局主事（併）経済産業課主事 農業委員会事務局主事（併）農山村整備課主事 銀杏　惇志

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！
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提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

�
特
別
障
害
者
手
当
の
現
況
届
の
提
出
の
月
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　

◦

　

◦��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
に
関
す
る
こ
と

請
に
関
す
る
こ
と

　
　
【
町
民
課
】

　
　
【
町
民
課
】

　
　
　
☎（

　
　
　
☎（
8282
）２
２
３
３

）２
２
３
３

　

◦

　

◦��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

　
　
【
企
画
政
策
課
】

　
　
【
企
画
政
策
課
】

　
　
　
☎（

　
　
　
☎（
8282
）２
２
３
１

）２
２
３
１

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　　

福
祉
保
健
課

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
３

）２
２
３
22

　
　
　
　

IP
☎☎
99（（

8282
）２
２
３
２

）２
２
３
２

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

の
皆
さ
ま
へ

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
の
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時

期
で
す
。
こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
大
切
な
届
け
で
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
況
届
に

関
す
る
通
知
は
、
受
給
者
に
郵
送
し

ま
す
。）

　

な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
ま

た
は
母
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
、
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

支
給
条
件

【
母
子
家
庭
の
場
合
】

�　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。

【
父
子
家
庭
の
場
合
】

�　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を

監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る
父
、
ま
た
は
父
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
児
童
と
は
・
・
・�

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
、
最
初
の

３
月
31
日
（
18
歳
の
年
度
末
）
ま
で

に
あ
る
児
童
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、

心
身
に
概
ね
中
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
場
合
は
、
20
歳
ま
で
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

条
件

◦
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

◦
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

◦�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
に

あ
る
児
童

◦�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

◦�

母
が
婚
姻
し
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
◦�

そ
の
他
（
父
ま
た
は
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、
父
ま
た

は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
な
ど
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上
の

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
や
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

特
別
障
害
者
手
当
と
は

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

手
当
額

　

受
給
者
及
び
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
額
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
８
月
を

強
化
月
間
と
し
て
申
請
に
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

① 

写
真
撮
影
や
交
付
申
請
の
記
載
補
助

② 

窓
口
時
間
の
延
長

③ 

必
要
に
応
じ
て
、
家
か
ら
役
場
ま

で
往
復
送
迎
（
毎
週
火
曜
日
※
16

日
を
除
く
）

　

是
非
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
広
報
８
月
号
に
挟
み
込

み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令
和
３
年
度
の
乗
車
人
員
は
約

３
７
８
千
人
（
対
前
年
比
１
０
３
％
）

で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
前
年
度
を
上

回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
普
通
旅
客
は
約
71
千
人

（
対
前
年
比
97
％
）
と
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
大
幅
に
減
少
し
た
前
年
度
を

さ
ら
に
下
回
り
ま
し
た
。
冬
期
間
ス
キ
ー

客
の
利
用
も
増
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
引

き
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
1
年
間
で
見
る
と
対
前
年
比
で
若

干
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
旅

客
に
お
い
て
も
、
約
40
千
人
（
対
前
年

比
95
％
）
で
前
年
度
よ
り
減
少
し
ま
し

た
。
通
勤
旅
客
の
輸
送
人
員
は
年
々
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
通
学
旅
客
は
約

２
６
７
千
人
（
対
前
年
比
１
０
７
％
）

で
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
八
頭

高
前

－

郡
家
間
、
八
頭
高
前

－

鳥
取
以

遠
の
通
学
定
期
利
用
者
が
大
き
く
増
え

た
こ
と
に
よ
り
2
年
連
続
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

【
乗
車
状
況
】

乗車人員の割合

通学旅客
71%

19%

10%
通勤旅客

普通旅客

　

日
頃
よ
り
、
若
桜
鉄
道
の
利

用
促
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

過
疎
・
少
子
化
に
よ
り
沿
線
人

口
が
減
少
し
、
旅
客
収
入
も
減

少
し
て
い
く
な
か
、
若
桜
鉄
道
は

営
業
外
収
入
に
つ
な
が
る
観
光
事

業
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
年
か
ら
始
め
た

観
光
列
車
化
は
令
和
元
年
度
に
３

両
目
が
運
行
を
開
始
し
、
観
光

客
の
増
加
に
よ
る
普
通
旅
客
収

入
の
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
旅
客
収
入
は

減
少
し
ま
し
た
。

　

営
業
外
収
入
を
確
保
す
る
た

め
Ｓ
Ｌ
／
Ｄ
Ｌ
体
験
運
転
、ト
ロ
ッ

コ
乗
車
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
、

令
和
２
年
度
以
降
は
い
ず
れ
も
中

止
や
販
売
が
低
調
で
し
た
が
、
枕

木
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
鉄
印
・
鉄
印

帳
の
販
売
は
好
調
で
営
業
外
収
入

は
増
加
し
ま
し
た
。
観
光
関
係

団
体
と
の
連
携
・
協
力
等
に
よ
り

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
傾

向
に
転
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
観
光
列
車
の
運
行
や

独
自
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
準
備
を
進

め
、
地
域
の
鉄
道
と
し
て
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
利
用
促
進
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
地
域
に
根
差
し
た
若
桜

鉄
道
、
魅
力
あ
る
若
桜
鉄
道
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

年度別乗車人員の推移

351 354 366 378

0

50

100

150

200

250

300

H30 R01 R02

350
単位：千人

71
40

267

R03

98
52

201

91
48

215

73
42

251

普通旅客 通勤旅客 通学旅客 合計

お
問
い
合
わ
せ

　
若
桜
鉄
道（
株
）　
☎（
82
）０
９
１
９

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
受
け
2
年
連
続
の
赤
字

令
和
３
年
度　

若
桜
鉄
道（
株
）の
収
支
報
告
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令
和
３
年
度
の
旅
客
収
入
（
消
費
税

込
み
）は
、
約
４
５
，
７
７
９
千
円
（
対

前
年
１
１
３
千
円
増
）
で
対
前
年
比

１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

普
通
旅
客
が
約
２
１
，
０
０
３
千
円
で

対
前
年
比
１
０
２
％
、
通
勤
旅
客
が
約

５
，
３
９
８
千
円
で
対
前
年
比
93
％
、

通
学
旅
客
は
約
１
９
，
３
７
８
千
円
で

対
前
年
比
１
０
１
％
で
す
。

　

通
学
旅
客
の
増
加
や
若
桜
鉄
道
利
用

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
観
光
列
車
貸

切
ツ
ア
ー
の
利
用
が
あ
っ
た
も
の
の
、
1

年
間
を
通
じ
て
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費

の
増
額
が
収
支
に
大
き
く
影
響
し
ま
し

た
。

　

当
期
損
益
は
約
３
，
４
７
０
千
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

【
収
支
決
算
】

【
収
支
決
算
】

営業外収入（6.2％）内訳
（16,963,445円）

支出内訳
（286,539,827円）

収入内訳
（283,069,606円）

 旅 客 収 入 　 乗 車 券・ 定 期 券・
回数券の運賃収入

 車両使用料 　JR への車両貸出料
　　　　　  　（郡家駅～鳥取駅間）
　　　　　  　 若桜町と八頭町が

保有する鉄道施設
の保守管理と設備
更新等を若桜鉄道
（株）が受託

 営業外収入 　 グ ッ ズ 販 売、運 転
体 験、入 構 券 等 の
収入

 人 件 費 　職員等の給与、諸手当等
 業 務 費 　 備 消 品 費、水 道 光 熱

費、保険料等
 運 輸 費 　 ＪＲ車両の使用料や

郡家駅使用料等
 修 繕 費 　 線路・電路・車両の修

繕及び設備更新費用
 動 力 費 　列車の燃料費
 営業外費用 　 鉄道グッズ等の仕入費、

送料等
 そ の 他 　法人税等

42.7%
修繕費

38.0%
人件費

10.7%
業務費

5.3%

入構券、
トロッコ
乗車券

営業外費用

動力費

運輸費
2.8%

1.3%

4.3%

その他
0.2%

旅客収入

37.9%

37.5%

15.1%

その他
受託費
0.1%

車両使用料
3.2%

保守管理
受託費

設備投資
受託費

1.6%

23.6%

65.9%

グッズ等
販売

立会、地代団体ツアー

1.4%
自動販売機

枕木オーナー、
応援団
2.2%

 保守管理受託費 
 設備投資受託費 

　

若
桜
鉄
道
は
大
量
輸
送
と
定
時

運
行
に
優
れ
、
通
学
や
通
院
、
買
い

物
な
ど
で
自
家
用
車
が
利
用
で
き
な

い
方
に
と
っ
て
は
重
要
な
公
共
交
通

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
急
激
な
利

用
者
の
減
少
、
沿
線
人
口
、
通
勤
利

用
者
の
減
少
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
若
桜
鉄
道
を
利
用
し
て
通
勤
・

通
学
す
る
」、「
各
家
庭
で
回
数
券

を
購
入
す
る
」、「
若
桜
鉄
道
を
利

用
し
て
買
い
物
に
出
か
け
る
」、「
若

鉄
グ
ッ
ズ
を
買
う
」、「
シ
ル
バ
ー
定

期
券
を
購
入
す
る
」
な
ど
、
若
桜
鉄

道
が
存
続
す
る
た
め
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
桜
鉄
道
は
、
今
年
度
よ

り
公
共
交
通
を
守
り
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
た
め
「
麒
麟
の
ま
ち
ノ

ル
デ
運
動
」に
協
力
し
て
い
ま
す
。
勤

務
先
を
通
し
て
「
ノ
ル
デ
運
動
」
参

加
登
録
を
行
い
配
布
さ
れ
ま
す
「
ノ

ル
デ
カ
ー
ド
」
を
掲
示
す
る
と
、
毎

週
金
曜
日
若
桜
鉄
道
運
賃
（
若
桜

－

郡
家
）が
半
額
に
な
り
ま
す
。（
期

間
：
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
）

毎
週
金
曜
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

と
し
て
若
桜
鉄
道
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。 皆

さ
ま
へ
の
お
願
い

皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

2022/7/1-2023/3/31

〇この参加証は、ノーマイカー通勤に参加登録した本人のみ使用することができます。
　家族及び第三者の利用はできません。
〇この参加証は、乗車・降車のいずれかに麒麟のまち圏域内の鳥取市・岩美町・若桜町・智頭町・八頭
　町の区間が含まれる場合の日ノ丸自動車㈱、日本交通㈱の路線バス、または若桜鉄道において有効期限
　のみ利用できます。
　※くる梨、ループ麒麟獅子、鳥取空港連絡バス、鳥取砂丘コナン空港周遊バスは対象外です。

※若桜鉄道（若桜 - 郡家）区間のみ対象です。
〇毎週金曜日、バスを降りるときに運転手に、または若桜鉄道で切符を購入するときに係員に、この参加証を

提示し、運賃の半額（端数がある場合は切り上げ）をお支払いください。 
〇毎週金曜日に本運動の協賛店舗をご利用の場合特典が受けられますので、店舗スタッフにご提示ください。

麒麟のまちノーマイカー通勤「ノルデ運動」にご参加いただきありがとうございます。
下記事項を遵守して本参加証をご利用ください。

 令和３年度 企画商品の状況 
▶ 枕木オーナー：72件
▶ ＳＬ・ＤＬ等運転体験：0名
▶ 若桜駅入構券：3,061枚
▶ 隼証明書：4枚
▶ 若桜鉄道応援団入会：13件
▶ トロッコ乗車券：320枚
▶ 鉄印・鉄印帳：2,575枚・179冊
▶ その他収入：利息
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▲鮎釣りを楽しむ参加者

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林
づ
く
り
、
み
ど
り
の

造
成
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

３
月
25
日
か
ら
５
月
31
日
を
鳥
取
県
募
金
期
間
と

定
め
て
、「
緑
の
募
金
」
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
自
治
会
や
企
業
、
若
桜
学
園
な
ど

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
桜
町
内
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
額
は
合
計
で

２
３
５
，２
１
９
円
と
な
り
、
森
林
の
整
備
や
各
地

域
・
学
校
・
公
共
施
設
な
ど
の
緑
化
等
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

　

６
月
15
日
（
水
）
に
若
桜
町
（
八
東
川
）
の
鮎

釣
り
が
解
禁
と
な
り
、
千
代
川
漁
業
協
同
組
合
若

桜
支
部
主
催
の
「
第
８
回
若
桜
鮎
釣
り
大
会
」
が
、

中
之
島
公
園
周
辺
の
八
東
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、参
加
者
を
鳥
取
県
民
に
限
っ

て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
制
限
時
間
内
（
４
時
間
）
に
友
釣
り
で

釣
っ
た
鮎
の
量
を
競
う
方
式
で
行
わ
れ
、
上
位
４

名
が
30
匹
以
上
釣
り
上
げ
る
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

　

優
勝　
　

河
野　

道
雄
（
鳥
取
市
）　

34
匹

　

２
位　
　

柳
川　
　

浩
（
倉
吉
市
）　

30
匹

　

３
位　
　

小
谷　

知
載
（
八
頭
町
）　

30
匹

▲�若桜学園を代表して生徒会長の中
なか

田
た

陽
はる

斗
と

さん
から川戸副町長へ、とりまとめた募金を寄附し
ていただきました

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
８
回
　
若
桜
鮎
釣
り
大
会

6
月
24
日
金

6
月
26
日
日

　

若
桜
農
林
振
興
は
エ
ゴ
マ
栽
培
を
通
じ
た
地
域

振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
生
の
視
点
で
エ
ゴ

マ
を
活
用
し
た
新
し
い
商
品
作
り
な
ど
を
提
案
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
鳥
取
環
境
大
学
と

の
交
流
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
エ
ゴ
マ
苗
の
植
え
付
け
作
業
の
交
流
事

業
を
高
野
で
行
い
ま
し
た
。
鳥
取
環
境
大
学
か
ら

は
10
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
エ
ゴ
マ
苗
を
効
率
よ
く

植
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て

は
、
７
月
に
除
草
作
業
、

10
月
に
収
穫
、
11
月
に
脱

穀
作
業
を
行
う
予
定
で

す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

若
桜
農
林
振
興
と
鳥
取
環
境

大
学
と
の
エ
ゴ
マ
定
植
活
動

交
流
事
業
が
あ
り
ま
し
た

6
月
24
日
金

▲�若桜農林振興と普
及員の宮本さんか
ら説明を受ける大
学生の皆さん

▶�エゴマ苗の植え付け
作業
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小
船
集
落
と
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
と
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
小
船
共
生
の
里
」
事
業
も
今
年

で
８
年
目
を
迎
え
る
中
、
６
月
26
日
に
草
刈
り
機

に
よ
る
除
草
作
業
や
、
エ
ゴ
マ
苗
の
植
え
付
け
作

業
等
の
保
全
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
40
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
手
分
け
し
て
作

業
を
行
い
、
午
前
中
に
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）▲エゴマ苗の植え付け作業

▲参加者全員で記念撮影

「
小
船
共
生
の
里
」６
月
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
！

6
月
26
日
日

▲左から山根会長、福田所長、上川町長

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
第
１
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
６
集

落
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
皆
さ
ん
が
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
男
子
の
部
で
は
、
予
選

ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ
た
若
葉
団
地
と
吉
川
が

決
勝
で
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
サ
ー
ブ
で
相

手
守
備
を
崩
し
得
点
を
重
ね
た
若
葉
団
地
が
吉
川

を
下
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
女
子
の
部
で
は

総
当
た
り
戦
が
行
わ
れ
、
２
連
勝
し
た
赤
松
Ａ
が

優
勝
し
ま
し
た
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
結
　
果
　

　

男
子
の
部　

優
勝�

…�

若
葉
団
地

　

女
子
の
部　

優
勝�

…�

赤
松
Ａ

　

鳥
取
公
共
職
業
安
定
所
長
と
若
桜
町
長
が
、
若

桜
町
商
工
会
長
に
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の

求
人
要
請
に
つ
い
て
の
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、
正
規
雇
用
の
更
な
る
促
進
や
、

人
材
育
成
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場

の
創
出
に
向
け
た
取
組
み
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
若
者
の
県
内
就
職
の
促
進
を
商
工
会

員
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
元
で
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
が
新
社
会
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
た
だ
く
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

▲女子の部で優勝した赤松Ａチーム

▲男子の部で優勝した若葉団地チーム

若
桜
町
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
要
請
書
を
提
出

７
月
３
日
日

７
月
６
日
水
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〝が
ん
ば
る
〟

　
　
　
　
ト
ーク

町長発！

　

７
月
１
日
付
け
で
組
織
再
編
と
人

　

７
月
１
日
付
け
で
組
織
再
編
と
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
就
任
後
初

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
就
任
後
初

め
て
の
組
織
再
編
と
な
り
ま
す
が
、主

め
て
の
組
織
再
編
と
な
り
ま
す
が
、主

に
は
、農
林
業
と
商
工
観
光
業
の
担

に
は
、農
林
業
と
商
工
観
光
業
の
担

当
課
を
一つ
に
し
て
「
経
済
産
業
課
」

当
課
を
一つ
に
し
て
「
経
済
産
業
課
」

と
し
、産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の

と
し
、産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の

循
環
を
同
時
に
進
め
て
い
け
る
体
制

循
環
を
同
時
に
進
め
て
い
け
る
体
制

を
目
指
し
ま
し
た
。

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

私
は
地
域
経
済
を
力
強
い
も
の
と

　

私
は
地
域
経
済
を
力
強
い
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、産
業
の
力
を
付
け
て

す
る
た
め
に
は
、産
業
の
力
を
付
け
て

お
金
を
た
く
さ
ん
稼
い
で
い
た
だ
く
と

お
金
を
た
く
さ
ん
稼
い
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、稼
い
だ
お
金
が
地
域
で
循
環

と
も
に
、稼
い
だ
お
金
が
地
域
で
循
環

す
る
消
費
構
造
に
し
て
い
く
こ
と
が

す
る
消
費
構
造
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、飲

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、飲

食
店
で
食
事
を
す
る
。
そ
の
売
上
げ

食
店
で
食
事
を
す
る
。
そ
の
売
上
げ

は
お
店
の
収
入
に
な
り
ま
す
が
、そ

は
お
店
の
収
入
に
な
り
ま
す
が
、そ

の
収
入
が
次
の
段
階
で
は
地
元
の
従

の
収
入
が
次
の
段
階
で
は
地
元
の
従

業
員
の
給
料
と
な
り
、ま
た
食
材
を

業
員
の
給
料
と
な
り
、ま
た
食
材
を

仕
入
れ
た
地
元
商
店
の
収
入
に
な
る
。

仕
入
れ
た
地
元
商
店
の
収
入
に
な
る
。

さ
ら
に
そ
の
次
の
段
階
で
、そ
の
商
店

さ
ら
に
そ
の
次
の
段
階
で
、そ
の
商
店

が
野
菜
を
仕
入
れ
た
地
元
農
家
の
収

が
野
菜
を
仕
入
れ
た
地
元
農
家
の
収

入
と
な
り
、従
業
員
は
地
元
で
買
い
物

入
と
な
り
、従
業
員
は
地
元
で
買
い
物

を
し
て
そ
の
商
店
の
売
上
と
な
る
。
こ

を
し
て
そ
の
商
店
の
売
上
と
な
る
。
こ

の
よ
う
に
地
域
内
で
お
金
が
循
環
す

の
よ
う
に
地
域
内
で
お
金
が
循
環
す

る
こ
と
、つ
ま
り
地
域
に
入
っ
た
お
金

る
こ
と
、つ
ま
り
地
域
に
入
っ
た
お
金

が
、最
終
的
に
地
域
外
に
出
る
ま
で
に

が
、最
終
的
に
地
域
外
に
出
る
ま
で
に

何
度
も
地
域
内
で
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

何
度
も
地
域
内
で
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
は
潤
い
ま
す
。

地
域
経
済
は
潤
い
ま
す
。

　

必
要
な
も
の
を
地
域
で
調
達
す
る

　

必
要
な
も
の
を
地
域
で
調
達
す
る

こ
と
を
地
産
地
消
あ
る
い
は
地
消
地

こ
と
を
地
産
地
消
あ
る
い
は
地
消
地

産
と
い
い
ま
す
が
、こ
れ
と
産
業
の
振

産
と
い
い
ま
す
が
、こ
れ
と
産
業
の
振

興
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、地
域
経

興
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、地
域
経

済
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

済
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、観
光
に
つ
い
て
は
、産
業
と

　

特
に
、観
光
に
つ
い
て
は
、産
業
と

い
う
視
点
で
、地
元
に
も
っ
と
お
金
が

い
う
視
点
で
、地
元
に
も
っ
と
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
を
考
え
て
は
ど
う
で

落
ち
る
仕
組
み
を
考
え
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、重
要
伝
統
的
建

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
若
桜
宿
の
町
並

造
物
群
保
存
地
区
の
若
桜
宿
の
町
並

み
を
楽
し
む
人
に
地
元
の
商
店
や
飲

み
を
楽
し
む
人
に
地
元
の
商
店
や
飲

食
店
で
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。
若

食
店
で
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。
若

桜
の
自
然
体
験
を
求
め
る
人
に
体
験

桜
の
自
然
体
験
を
求
め
る
人
に
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、経
験
豊
富
な
ガ

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、経
験
豊
富
な
ガ

イ
ド
を
付
け
て
お
金
を
き
ち
ん
と
い

イ
ド
を
付
け
て
お
金
を
き
ち
ん
と
い

た
だ
く
。
宿
泊
施
設
を
整
備
し
て
夜

た
だ
く
。
宿
泊
施
設
を
整
備
し
て
夜

の
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
る
、な

の
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
高
め
る
、な

ど
な
ど
。
産
業
と
し
て
の
伸
び
し
ろ

ど
な
ど
。
産
業
と
し
て
の
伸
び
し
ろ

は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
地
元

は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
地
元

調
達
を
徹
底
す
れ
ば
、地
域
全
体
が

調
達
を
徹
底
す
れ
ば
、地
域
全
体
が

潤
い
、観
光
は
裾
野
の
広
い
産
業
と
な

潤
い
、観
光
は
裾
野
の
広
い
産
業
と
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
発
想
を
町
民
の
皆
様
、

　

こ
う
し
た
発
想
を
町
民
の
皆
様
、

事
業
所
の
皆
様
と
共
有
し
、実
践
す

事
業
所
の
皆
様
と
共
有
し
、実
践
す

る
こ
と
で
、地
域
経
済
は
豊
か
に
な

る
こ
と
で
、地
域
経
済
は
豊
か
に
な

り
、地
域
の
消
費
力
や
雇
用
力
が
向

り
、地
域
の
消
費
力
や
雇
用
力
が
向

上
し
ま
す
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
と

上
し
ま
す
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■ 

鳥
取
市
広
報
番
組
の
ご
案
内 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ケーブルテレビ【デジタル 12ch】
いなばぴょんぴょんネット

 http://www.inabapyonpyon.net
※番組の放送時間は、ホームページで紹介しています。

鳥 取 市 広 報 番 組

　市民と行政がつながる TV「とっとり知らせた
い !」。さまざまな情報をお送りしています。みな
さんの知らせたい！情報も待っていま〜す。

【放送】毎週金・土 6:00 〜 24:00 まで毎時 00分放送
※ 12:30、19:30 も放送あり

静止画文字情報 『鳥取市からのお知らせ』
（番組の間に毎日放送しています）

コミュニティFM
FM鳥取 RADIO BIRD

 http://www.radiobird.net/

　コミュニティFM「FM鳥取」（周波数 82.5MHz）
で鳥取市のさまざまな情報をお送りしています。
■来ました！鳥取の元気人 !!

★毎週月・水曜日 12:15 頃〜（30 分間）
　【再放送】毎週火・木曜日 16:00 頃〜

■深掘り! ! シティインフォメーション・トーク! !
★毎週金曜日 12:15 頃〜（20 分間）
　【再放送】毎週土曜日 10:20 頃〜

■鳥取シティインフォメーション
★毎日朝・夕放送（5 分間）

■鳥取おでかけナビ
★毎週土曜日の 9:15 頃〜（15 分間）

■インターネットで聞く方法
・	「インターネットサイマルラジオ配信」で聞く。
・	スマートフォンアプリ「TuneIn	Radio」で聞く。
■ケーブルテレビで聞く方法
・	ケーブルテレビ「いなばぴょんぴょんネット」
の「コミュニティデータ放送画面」から、「FM
鳥取」ボタンを押して聞く。

インターネット
サイマルラジオ

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントや講座などは中止・延期・内容が

□□□□□□□□□
■□□□□□□□□
□■□□□□□□□
□□■□□□□□□
□□□■□□□□□
□□□□■□□□□
□□□□□■□□□
□□□□□□■□□
□□□□□ 「とっとり知らせ隊」も見てね♪

第22回  鳥取市

次回、智頭町へ！

青
あ お  や  

谷弥
や よ い じ ん

生人
そっくりさん決定 !

　今、青谷町の「青谷弥生人」
が全国的に注目されています。
　国史跡青

あお 	 や 	 か み 	 じ 	

谷上寺地
	ち 	 	 い 	 せ き

遺跡から
出土した弥生人の頭の骨やそ

の DNAを基に、忠実に青谷弥生人が復顔され
ました。この青谷弥生人は、公募により「青

あお 	 や 	

谷
上
かみ 	 じ 	 ろ う

寺朗」と命名され、現在、全国の博物館など
から引っ張りだこになっています。
　そして、青谷弥生人のそっくりさんを全国か
ら募集したところ、215 人が名乗りをあげ、そ
の中から 10人の「そっくりさん」が決定しまし
た。そっくりさんたちは、「そっくりさんグラン
プリ」出場のため、5月 28日（土）に青谷へ招

かれ全員集合。地元住民が、横断幕やそっく
りさんのネーム入りキラキラうちわで大歓迎
しました。大会では、それぞれが名（迷）パ
フォーマンスを披露して大盛り上がり。投票
の結果、大阪府の吉

よし 	 だ 	 ま さ ひろ

田昌弘さんが、みごとグ
ランプリに輝きました。
　令和 5年秋には、「青谷かみじち史跡公園」
がオープンし、弥生の湿地・暮らし体験ひろ
ばや、重要文化財に指定された出土品の展示
施設、ガイダンス施設が誕生します。

※写真提供：鳥取県とっとり弥生の王国推進課

【問合せ先】
　青谷町総合支所地域振興課
　 0857-30-8692		 	0857-85-1049

復顔された青谷弥生人

Tottori City News Letter  2021.927

【お問い合わせ】

　鳥取市青谷町総合支所　地域振興課

☎ 0857-30-8692　 0857-85-1049

　今年度第３回目となる６月のイチオシ若桜メシでは、吉川牛の焼肉
が並びました。
　味付けは藤原みそこうじ店のみそを使用しました。みそ汁には味工
房で作った豆腐、サラダにはエゴマの実が入っておりプチプチ食感を
味わいました。
　自分たちの住む若桜町の食材を知り、味わうことで地元を大切に思
う気持ちが育まれることを目指し、イチオシ若桜メシの提供と「イチオ
シレシピ」を掲載してまいりますのでお楽しみに！

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第3回
6/24

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』
エゴマ入りじゃがいもの
シャキシャキサラダ

▲今月のイチオシ若桜メシを
　楽しむ生徒たち

材料（４人分）
じゃがいも 140g（中１個）
にんじん 20g（約1/10本）
きゅうり 60g（約1/2本）
コーン（缶詰） 20g

作り方
① じゃがいも、にんじんはせん切りにし、お湯で

サッとゆでて冷ます。
② きゅうりは輪切りにし、塩をふってしばらくおき、

水気をしぼる。
③ コーンは水気をきっておく。
④ ①②③とエゴマの実をドレッシングで和える。
※ドレッシングはご家庭にあるお好みのものでアレ

ンジしてください。

エゴマの実 小さじ１
コールスロードレッシング 
 大さじ２

栄養価　　エネルギー　42kcal　たんぱく質　1.0g　カルシウム　6mg　塩分相当量　0.2ｇ

　今、鳥取市青谷町の「青谷弥生
人」が全国的に注目されています。
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　今年度第３回目となる６月のイチオシ若桜メシでは、吉川牛の焼肉
が並びました。
　味付けは藤原みそこうじ店のみそを使用しました。みそ汁には味工
房で作った豆腐、サラダにはエゴマの実が入っておりプチプチ食感を
味わいました。
　自分たちの住む若桜町の食材を知り、味わうことで地元を大切に思
う気持ちが育まれることを目指し、イチオシ若桜メシの提供と「イチオ
シレシピ」を掲載してまいりますのでお楽しみに！

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第3回
6/24

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』
エゴマ入りじゃがいもの
シャキシャキサラダ

▲今月のイチオシ若桜メシを
　楽しむ生徒たち

材料（４人分）
じゃがいも 140g（中１個）
にんじん 20g（約1/10本）
きゅうり 60g（約1/2本）
コーン（缶詰） 20g

作り方
① じゃがいも、にんじんはせん切りにし、お湯で

サッとゆでて冷ます。
② きゅうりは輪切りにし、塩をふってしばらくおき、

水気をしぼる。
③ コーンは水気をきっておく。
④ ①②③とエゴマの実をドレッシングで和える。
※ドレッシングはご家庭にあるお好みのものでアレ

ンジしてください。

エゴマの実 小さじ１
コールスロードレッシング 
 大さじ２

栄養価　　エネルギー　42kcal　たんぱく質　1.0g　カルシウム　6mg　塩分相当量　0.2ｇ

　

６
月
18
日
（
土
）、
若
桜

学
園
開
校
10
周
年
記
念
行
事

を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
２
年
間
か
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
校
舎
内
は
、
色
と
り

ど
り
の
紙
テ
ー
プ
で
作
っ
た

ハ
ー
ト
の
輪
飾
り
や
風
船
で

装
飾
さ
れ
、
体
育
館
に
は
本

格
的
な
音
響
設
備
つ
き
の
特

大
ス
テ
ー
ジ
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
は
、
教
室
や
さ
く
ら

ホ
ー
ル
で
、
各
学
年
の
催
し

物　

ゲ
ー
ム
な
ど
、
工
夫
し

て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
催
し

を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
こ
も
大
盛
況
で
、
一
日
限

り
の
夢
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

よ
う
で
し
た
。

　

午
後
は
、
ま
ず
、
10
周
年

記
念
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ａ
バ
ン
ド
」
の
ラ
イ
ブ
。

み
ん
な
総
立
ち
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
高
校
生

Ｏ
Ｂ
も
参
加
し
て
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
に

も
応
え
、
心
に
染
み
る
演
奏

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
頭
高
校
書
道
部

に
書
い
て
い
た
だ
い
た
10
周

年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
つ
な

が
る　

Ｗ
Ａ
に
な
っ
て
Ｋ
Ａ

～
Ｓ
Ａ
い
」
を
バ
ッ
ク
に
全

員
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
の

強
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、

さ
ら
に
新
し
い
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
若
桜
学
園
の
歴
史

に
残
る
記
念
す
べ
き
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

▲�みんなで記念撮影

開
校
10
周
年
記
念
行
事

い
き
い
き

わ
か
さ
っ
こ
！

発
学
校
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　農業委員会では、農地にかかる日照上の障害除去等に関する指導要領を定め、農地に隣接する山
林等によって農地や農作物に日照上の被害を与える恐れがあるものまたは支障をきたすものについて
の解決を図るため、「農地が山林等と隣接する場合は、農地との境界より最低５メートル以内に植林
をしてはならない」、「植林をする場合は隣接地（農地、宅地、道路、水路等）との境界より５メートル
以上離さなければならない」として指導していくこととしています。
　山林または農地の所有者、耕作者の皆さんは、ご理解、ご協力をお願いします。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2236☎82-2236　IP ☎9-82-2236 に関する指導要領についてに関する指導要領について

農地にかかる日照上の障害除去等農地にかかる日照上の障害除去等◉農業委員会からのお知らせ

７月13日（水）開催　農業委員会定例会審議事項
・利用権設定等申出　　　７件
・農用地利用配分計画案

　

農
作
業
中
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
熱
中
症
予
防
対
策
を
行
い
、
熱
中
症

に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

高
温
時
の
作
業
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・�

最
高
気
温
30
℃
以
上
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
熱
中

症
警
報
が
出
さ
れ
ま
す
。「
安
心
ト
リ
ピ
ー
メ
ー

ル
」
や
農
林
水
産
省
の
「
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｆ
ア
プ
リ
」
に

登
録
し
て
お
く
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
情
報
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

② 

こ
ま
め
に
休
憩
し
、
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
で
休
憩
し
、
20
分
ご
と

に
コ
ッ
プ
１
～
２
杯
の
水
分
と
塩
分
等
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

③ 

涼
し
い
服
装
で
、
適
宜
マ
ス
ク
は
外
し
ま
し
ょ
う
。

・�

帽
子
を
着
用
し
、
汗
を
吸
い
や
す
く
乾
き
や
す
い

素
材
の
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

屋
外
や
ハ
ウ
ス
で
十
分
な
距
離
（
２
ｍ
以
上
）
が

確
保
で
き
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

作
業
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
１
人
で
の
作
業
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

・�

１
人
で
作
業
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
家
族
な
ど
に

作
業
場
所
と
帰
宅
予
定
時
刻
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④ 

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

睡
眠
不
足
、
体
調
不
良
、
前
日
な
ど
の
飲
酒
、
朝

食
の
未
摂
取
、
発
熱
、
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱
水
な

ど
は
、
熱
中
症
の
発
症
に
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意
！

お
問
い
合
わ
せ　
経
済
産
業
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
６　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
６

0

20

40

60

80

H29 H30 R1 R2 R3

搬
送
件
数
（
件
）

農作業による熱中症
救急搬送件数（鳥取県）

発生要因
（R1～ R3）

年齢
（R1～ R3）

59歳以下
10％

60～69歳
12％

70～79歳
33％

80～89歳
36％

環境
（高温・多湿）

64％

高温
水分不足

28％

水分不足
7％

その他 1％ 90歳以上
9％
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マ
ダ
ニ
は
、
家
庭
内
の
衣
類
や
寝
具
に
生
息
す
る
ダ
ニ

と
は
種
類
が
異
な
り
、
体
長
が
３
～
４
ミ
リ
ほ
ど
の
肉
眼

で
見
え
る
大
き
さ
で
主
に
森
林
や
草
地
、
や
ぶ
の
中
に
生

息
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生

動
物
の
血
液
を
吸
い
ま
す
が
、
人
間
に
も
付
着
し
て
血
液

を
吸
う
こ
と
が
あ
り
、
夏
の
野
外
活
動
で
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
病
気
に
は
、「
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
（
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群
）」
や
、
ラ
イ
ム
病
、
日
本
紅
斑
熱

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
、
６
日
～
２
週
間
後

に
高
熱
・
吐
き
気
・
腹
痛
・
下
痢
・
血

便
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
治
療
法

が
確
立
し
て
お
ら
ず
命
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
り
、
最
も
怖
い
感
染
症
で
す
。

マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ら
・
・
・
・

　

マ
ダ
ニ
は
、
皮
膚
に
取
り
つ
い
て
か
ら
す
ぐ
に
吸
血
せ

ず
、
柔
ら
か
い
場
所
を
探
し
て
し
ば
ら
く
動
き
回
り
ま
す
。

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
を
発
見
し
た
ら
、
つ
ま
ん
だ
り
、
つ
ぶ

し
た
り
し
て
、
取
り
除
き
た
く
な
り
ま
す
が
、
マ
ダ
ニ
の

体
液
中
の
病
原
体
が
体
内
に
残
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
絶

対
に
自
分
で
は
取
ら
ず
医
療
機
関
（
皮
膚
科
）
に
受
診
し

て
取
り
除
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

　

野
山
の
草
む
ら
で
は
皮
膚
の
露
出
を
少
な
く
し
た
り
、

長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
の
す
そ
の
隙
間
を
な
く
し
た
り
、
帽
子

や
手
袋
を
使
い
、
安
全
に
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
０
９　
IP
☎
９（
82
）２
２
０
９

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎ 82-0011　IP ☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30 ～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

　福田歯科医院の先生に来ていただき、今年はママサークルのお母
さんたちと一緒に歯のおはなしを聞きました。
　歯みがきのコツ、仕上げ磨きのポイントなど細かく教えていただき、
充実した時間となりました。

参加のお母さんより
・�仕上げ磨きはコミュニケーションの時間にもなり、よい時間だ
と思います。これからも歯みがきの時間を大切にしようと思い
ます。
・�歯が生えてきた喜びと共に “歯を大切に ”が大きくなっていき
ますね。

▲�先生のお話を聞く参加者

▲�歯磨きのコツを解説

８月の予定
� ２日（火）� 水遊びグッズを作ろう
� ４日（木）� 大きさ調べ　　
�10 日（水）� しゃぼん玉で遊ぼう
�18 日（木）� 絵本の読み聞かせ

　子育てに関するお悩みなど、お気軽ご相談く
ださい。　
　妊婦さんもお待ちしています。
※�行事予定は、新型コロナウイルス感染症の感
染状況により、予定が変更になる場合があり
ます。

「
マ
ダ
ニ
」
に
注
意
!!
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遺
産
で
あ
る
現
金
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て

　

今
回
は
遺
産
で
あ
る
現
金
の

引
き
渡
し
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

現
金
は
、
法
律
上
当
然
に
分
割
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
遺
産
分
割

を
経
て
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
遺
産
分
割
を
経

る
前
に
、
自
分
の
法
定
相
続
分
に

応
じ
た
現
金
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
お
じ
は
父
か
ら
現
金

を
預
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、し

か
も
法
定
相
続
人
で
は
な
い
の
で

す
か
ら
、
自
分
の
お
金
だ
と
主
張

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
部
費
消

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

法
定
相
続
人
は
、
遺
産
の
保
存
行

為
と
し
て
現
金
の
引
き
渡
し
を
求

め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
あ
る
い

は
、
遺
産
分
割
の
保
全
処
分
と
し

て
財
産
管
理
人
の
選
任
を
申
立

す
る
方
法
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

１
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
ま
ず
相
談
を
！

　
父
が
死
去
し
ま
し
た
。
父
の
兄
弟
で
あ
る
お
じ
が
父
の
現
金
を

預
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
お
じ
は
自
分
の
お
金
だ
と
主
張
し
て

現
金
を
一
部
費
消
し
て
い
ま
す
。
母
は
す
で
に
死
去
し
て
お
り
、

法
定
相
続
人
は
私
と
妹
だ
け
で
す
が
、
妹
は
県
外
に
嫁
い
で
お
り

ま
す
の
で
、
お
じ
に
対
し
て
私
の
法
定
相
続
分
に
相
当
す
る
現
金

の
引
き
渡
し
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
可
能
で
し
ょ
う
か
？

〈
法
律
相
談
の
窓
口
に
お
電
話
を
！
※
要
予
約
〉

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー

☎（
82
）０
２
５
４　
IP
☎
９（
82
）０
２
５
４

女性活躍・男女共同参画
の重点方針2022

　

国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、計
画
の

中
間
年
に
あ
た
る
令
和
５
年
度
に

向
け
て
取
組
を
更
に
加
速
さ
せ
る

た
め
、女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画

の
重
点
方
針
２
０
２
２（
女
性
版
骨

太
の
方
針
２
０
２
２
）が
政
府
決
定

さ
れ
ま
し
た
。第
５
次
計
画
に
掲
げ

ら
れ
た
具
体
的
な
取
組
は
着
実
に

実
施
す
る
上
で
、新
た
に
取
り
組
む

４
つ
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。

Ⅰ
女
性
の
経
済
的
自
立

・
男
女
間
賃
金
格
差
へ
の
対
応

・�

地
域
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消

・�

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
、

無
意
識
の
思
い
込
み
の
解
消

Ⅱ�

女
性
が
尊
厳
と
誇
り
を
持
っ
て

生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

・�

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
被
害
対
策

な
ど

・
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策

・�

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
へ
の
対
策

の
強
化

Ⅲ�

男
性
の
家
庭・地
域
社
会
に
お
け

る
活
躍

・�
男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
推
進
及

び
働
き
方
の
改
革

・�

男
性
の
育
児
参
画
を
阻
む
壁
の
解

消
・
男
性
の
孤
独
・
孤
立
対
策

Ⅳ
女
性
の
登
用
目
標
達
成

・
政
治
、行
政
、経
済
分
野�

・
科
学
技
術
、学
術
分
野�

・
地
域
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進�

　

新
た
に
取
り
組
む
事
項
の
中
に

は
、今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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■
　�

三
世
代
交
流
・
笹
巻
づ
く
り

　

今
回
は
、
読
み
聞
か
せ
教
室
の

親
子
と
健
康
づ
く
り
教
室
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
で
笹
巻
づ
く
り
と
し

て
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
は
１
時
間
前
に
来

て
下
準
備
を
し
て
子
ど
も
た
ち
が

来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
ね
た
粉
を

団
子
に
し
て
か
ら
、
餅
を
笹
の
葉

か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
包
み
、

一
生
懸
命
巻
き
ま
し
た
。
高
齢
者

に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
手

を
添
え
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と

が
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

笹
巻
を
茹
で
て
い
る
合
間
に
、

わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
盛
本
先
生
に

「
ち
か
ら
た
ろ
う
」
と
「
か
た
あ
し

だ
ち
ょ
う
の
エ
ル
ク
」
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
者

の
方
も
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
茹
で
立
て
の
も
っ
ち

り
と
し
た
笹
巻
を
一
緒
に
食
べ
ま

し
た
。

　

笹
巻
づ
く
り
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
、
笹
巻
の
お
い
し
さ
だ

け
で
な
く
出
来
る
ま
で
の
作
業
の

大
変
さ
、
高
齢
者
の
手
際
の
良
さ

や
地
域
の
伝
統
食
の
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
生
き

て
働
く
「
食
の
知
恵
」
に
も
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

　　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス
　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

６
月
21
日▲子どもたちのために下準備

▲高齢者の方が子どもに指導▲わかさこども園の盛本先生 ▲団子と巻にわかれての作業

　

私
も
私
の
家
族
も
何
か
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
だ
け
で
差
別
さ
れ
る

現
実
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
落
出
身
で
あ
る
か
ど
う
か
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
の
状
況
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
心
配
で
す
。

人
権
か
る
た

わ
が
家
で
も
　
　
差
別
に
つ
い
て
　
　
話
し
合
う

鳥
取
県
内
の
被
差
別
体
験

�

聞
き
取
り
調
査
か
ら
（
抜
粋
）

結
婚
差
別

　

付
き
合
っ
て
い
た
人
と
い
ざ
結
婚
と
な
っ
た
と
き
自

分
が
直
接
い
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、彼
が
母
親
に「
あ

の
人
は
部
落
の
人
間
だ
か
ら
は
や
く
別
れ
て
し
ま
え
」

と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
ぎ
こ
ち
な
く
な
り
、
結
局
結
婚

で
き
ず
別
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
例
え
結
婚
し
て
で
も
、
ず
っ

と
差
別
の
目
で
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
冷
め
て
し
ま
っ
た
。

�

（
40
代
女
性
）
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

　

６
月
24
日
（
金
）
に
開
催
し
た
若
桜
氷
ノ
山
寿

大
学
は
、
若
桜
鉄
道
に
つ
い
て
、
現
在
進
め
て
い
る

若
桜
町
誌
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
鳥

取
地
域
史
研
究
会
会
長
の
小
山
富
見
男
先
生
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

題
名
の
通
り
、
若
桜
線
が
山
陰
本
線
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

小
山
先
生
の
話
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。　

　

国
鉄
山
陰
線
の
路
線
構
想
は
最
初
二
様
が
あ
り
、

一
つ
は
京
都
舞
鶴
を
起
点
と
し
て
、
豊
岡
―
鳥
取

市
に
達
す
る
路
線
、
他
の
一
つ
は
宮
津
―
出
石
―
若

桜
―
鳥
取
市
に
達
す
る
路
線
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ

の
路
線
の
優
劣
は
容
易
に
決
定
し
が
た
い
も
の
が
あ

り
、
双
方
沿
線
町
民
の
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
明

治
45
年
現
在
の
山
陰
線
の
全
通
と
な
っ
た
。

　

若
桜
線
敷
設
の
問
題
が
再
燃
す
る
の
は
、
大
正

６
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
同
９
年
に
沿
線
町
村
の
「
若

桜
線
鉄
道
期
成
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
運

動
が
功
を
奏
し
て
、
同
12
年
５
月
鉄
道
省
告
示
を

も
っ
て
線
名
を
「
若
桜
線
」
と
定
め
７
月
か
ら
実
測

が
始
ま
り
、
着
工
は
昭
和
２
年
12
月
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
昭
和
5
年
12
月
1
日
に
全
通
と
な
る
の
で
あ

る
。

　

鉄
道
は
、
明
治
25
年
に
公
布
さ
れ
た
鉄
道
敷
設

法
に
よ
っ
て
敷
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
線
を
決
定
す
る

に
あ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
鉄
道
会
議
の
詳
細
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

昭
和
2
年
の
鉄
道
会
議
に
「
鳥
取
県
郡
家
よ
り

若
桜
を
経
て
兵
庫
県
八
鹿
に
至
る
線
が
、
今
の
山

陰
線
よ
り
距
離
が
短
く
、
時
間
的
に
も
早
い
の
で
、

こ
ち
ら
の
方
が
山
陰
本
線
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
見
解
が
出
て
い
た
。
た
だ
、「
距
離
だ

け
で
は
測
れ
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
陰
線

の
補
助
的
機
能
を
も
つ
」
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、「
ど
ち
ら
が
本
線
に
な
る
か
は
、
若

桜
―
八
鹿
間
が
完
成
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
事
も
書
か
れ
て
い
た
。

　

若
桜
町
誌
に
は
、
若
桜
線
の
将
来
と
し
て
、
兵

庫
県
に
抜
け
た
暁
に
は
…
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
の
完
成
を
見
る
間
も
な
く
、
廃
線
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

結
局
若
桜
線
は
ま
ぼ
ろ
し
の
山
陰
本
線
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　

抜
け
て
い
れ
ば
こ
の
若
桜
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
い

た
だ
ろ
う
な
あ
と
誰
も
が
抱
い
た
感
想
で
し
た
。

　

６
月
25
日
（
土
）、10
名
が
と
ん
ぼ
玉
つ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
は
鳥
取
市
で
工
房
を
開
い
て
お
ら
れ
るG

lass�w
orks�negy

の
石
井
博
文
氏
で
す
。

　

最
初
に
お
手
本
と
し
て
講
師
が
作
ら
れ
る
様
子
を
じ
っ
と
見
て

い
ま
し
た
。
一
本
の
ガ
ラ
ス
棒
を
溶
か
し
て
芯
と
な
る
棒
に
巻
き
付

け
、
そ
の
後
丸
く
し
て
、
模
様
と
な
る
細
い
ガ
ラ
ス
棒
を
２
～
４

本
巻
き
つ
け
ま
す
。
最
後
に
溶
け
方
を
見
な
が
ら
仕
上
げ
ま
す
。

出
来
上
が
り
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
実
際
に
作
り
始
め
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ガ
ラ
ス

棒
の
中
か
ら
自
分
の
制
作
す
る
棒
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ま

た
大
変
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
な
が
ら
こ
れ
に
し
よ
う
か
、
あ

れ
に
し
よ
う
か
と
、
ま
あ
騒
々
し
い
こ
と
？
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
自

分
だ
け
の
と
ん
ぼ
玉
を
制
作
す
る
の
で
す
か
ら
簡
単
に
は
決
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
熱
を
加
え
る
と
色
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
ま

た
変
え
よ
う
か
な
…
と
。

　

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
前
に
座
る
と
、
ど
の
顔
も
緊
張
。
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
素
敵
な
と
ん
ぼ
玉
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
作
り
た

～
い
」「
今
度
工
房
に
行
っ
て
み
よ

う
」
と
、
み
な
さ
ん
と
て
も
満
足

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
作
品

は
町
民
文
化
祭
に
展
示
予
定
で
す

の
で
、
楽
し
み
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

第
３
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学　
歴
史
講
座

「
ま
ぼ
ろ
し
の
山
陰
本
線　
若
桜
線
」

若
桜
町
公
民
館
教
養
講
座

と
ん
ぼ
玉
つ
く
り

▲�熱でガラス棒を溶かし
　とんぼ玉の形を作る様子

▲講演に聞き入る寿大学会員
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郷
土
文
芸���　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

早
々
と
出
口
調
査
で
バ
ン
ザ
イ
だ�

岡
崎
彰
夫

や
あ
や
あ
と
ど
う
も
ど
う
も
の
同
期
会�

岡
崎
彰
夫

年
を
寄
せ
出
口
が
見
え
ず
右
往
左
往�

門
村
千
代

グ
ミ
の
実
を
鳥
が
つ
つ
く
よ
半
世
紀�
門
村
千
代

何
時
な
の
か
コ
ロ
ナ
の
出
口
ま
だ
み
え
ず�
川
上　

巧

組
立
て
に
五
分
使
う
の
十
秒�
川
上　

巧

追
っ
か
け
ら
れ
て
や
っ
と
見
つ
け
た
出
口
な
り�

君
野
和
子

つ
ま
ず
い
た
石
の
お
陰
で
老
を
知
る�

君
野
和
子

人
の
世
の
姿
見
て
来
た
出
入
口�

車
井
信
惠

一
善
を
守
っ
て
今
日
を
締
め
括
る�

車
井
信
惠

出
口
は
ど
こ
だ
迷
っ
た
つ
ば
め
玄
関
に�

中
田
房
江

小
児
肝
炎
広
が
る
恐
れ
あ
る
と
言
う�

中
田
房
江

マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
ね
迷
っ
た
出
入
口�

矢
部
節
子

さ
わ
や
か
な
春
風
に
の
り
杉
花
粉�

矢
部
節
子

出
口
に
迷
っ
た
ら
入
口
に
も
ど
る�

山
本
延
子

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
で
過
疎
の
村
が
沸
く�

山
本
延
子

（
会
員
外
）

暗
や
み
に
ホ
タ
ル
を
見
つ
け
夏
想
う�

米
谷
好
衛

要
介
護
他
の
人
で
無
く
我
が
事
か�

米
谷
美
砂
重

紫
陽
花
の
中
に
消
え
た
る
遊
歩
道�

西
尾
青
雨

手
水
鉢
紫
陽
花
浮
か
べ
も
て
な
せ
り�

中
尾
陽
子

夏
の
風
葉
の
隙
間
よ
り
吹
き
抜
け
り�

圓
井
節
美

紫
陽
花
の
陽
の
透
き
通
る
彩
淡
し�

茗
荷
恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

第
７
回　
中
原

　

中
原
は
、
旧
池
田
村
の
真
ん
中
あ
た
り
に
位
置
す
る
。
長
ら

く
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所
を
は
じ
め
、
農
協
や
商
店
な
ど

も
あ
っ
た
の
で
、
世
帯
数
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
人
の
往
来
は

盛
ん
だ
っ
た
。

　

大
野
と
の
境
目
に
中
原
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
木
の
橋
だ
っ

た
頃
は
、
毎
年
お
盆
に
な
る
と
近
隣
の
集
落
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
が
こ
の
橋
に
集
ま
り
、
盆
踊
り
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。

大
勢
で
足
を
踏
み
鳴
ら
す
度
に
橋
が
揺
れ
、
板
の
隙
間
か
ら
土

が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

昭
和
41
年
に
集
落
を
通
り
抜
け
て
い
る
国
道
29
号
が
完
全
舗

装
化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
中
原
橋
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

も
の
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
橋
の
上
で
の
盆
踊
り
は
姿
を

消
し
、
代
わ
り
に
関
西
に
通
じ
る
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
ル
ー
ト

と
し
て
交
通
量
が
増
し
、
夜
通
し
車
の
走
る
音
が
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

昭
和
46
年
に
は
老
朽
化
し
て
い
た
集
落
公
民
館
を
建
て
替
え

た
。
床
の
間
の
掛
け
軸
に
は
、
集
落
の
古
老
９
名
（
当
時
、
す

で
に
４
名
の
方
は
物
故
者
と
な
っ
て
お
ら
れ
た
。）
の
方
々
へ

の
感
謝
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
若
き
日
、
下

し
も
ん

谷だ
に

の
大
ま
い
が
に
、

汗
を
流
し
植
樹
し
た
木
々
が
、
時
を
経
て
公
民
館
建
設
の
資
金

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
集
落
の
た
め
に
、
次
代
を
担
う
人
た
ち

の
た
め
に
と
い
う
高
い
志
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
明
治
生
ま
れ
の

方
々
の
思
い
は
、
公
民
館
と
い
う
形
と
な
っ
て
現
在
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

昭
和
50
年
代
に
は
、
池
田
農
協
が
若
桜
町
農
協
の
支
所
と

な
っ
た
が
、
農
協
の
古
い
建
物
に
縫
製
工
場
が
入
っ
た
り
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
で
き
た
り
し
て
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

昔
は
、
集
落
総
出
で
川
を
干
し
、
た
ん
ぽ
り
を
と
る
の
が
恒

例
の
行
事
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
子
ど
も
は
進

学
や
就
職
の
た
め
に
、
次
々
と
家
を
離
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て

い
き
、
集
落
で
大
が
か
り
に
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
だ
ん

だ
ん
減
っ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
61
年
か
ら
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て
の
里
帰
り
客
で
に
ぎ

わ
う
お
盆
に
、
消
防
団
が
中
心
と
な
っ
て
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
を
企
画
し
て
く
れ
た
。
ど
の
家
庭
も
、

一
家
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
普
段
は
大
人
ば
か
り
が
目
立
つ
集
落

に
、
子
ど
も
の
歓
声
が
響
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
面
白
か
っ
た
の
は
、
街
な
か
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
以
上
に
親
世
代
の
ほ
う
が
本
気
に
な
っ
て
、
魚

を
追
い
か
け
て
い
た
こ
と
だ
。
久
し
ぶ
り
の
故
郷
で
、
本
領
発

揮
と
ば
か
り
に
石
の
下
の
魚
を
探
る
様
な
ど
、
実
に
楽
し
そ
う

だ
っ
た
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
幼
馴
染
同
士
が
、

互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
す
る
の
も
い
い
光
景
だ
っ
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
回
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
団
員
だ
け

で
は
運
営
が
難
し
く
な
り
、
川
を
せ
き
止
め
る
の
を
総
事
に
す

る
な
ど
、
工
夫
を
し
な
が
ら
存
続
を
図
っ
た
が
、
高
齢
化
や
お

盆
の
帰
省
客
の
減
少
な
ど
か
ら
平
成
13
年
で
そ
の
役
目
を
終
え

た
。

　

そ
の
後
、
農
協
、
池
田
小
学
校
、
中
原
保
育
所
と
次
々
に
無

く
な
り
、
交
通
の
中
心
が
智
頭
の
方
に
う
つ
る
に
つ
れ
29
号
の

交
通
量
も
激
減
し
、
す
っ
か
り
静
か
な
集
落
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

現
在
、
中
原
で
生
活
を
し
て
い
る
の
は
、
15
世
帯
に
な
っ
て

い
る
。
小
さ
な
集
落
の
大
変
さ
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ま
と
ま

り
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
、
消
防
団
、
婦
人
会
と
い
っ
た
垣
根
を
越
え
て
、
皆
で

花
見
や
収
穫
祭
、
時
に
は
旅
行
な
ど
を
楽
し
む
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

平
成
27
年
に
は
、
階
段
の
上
り
下
り
の
心
配
を
せ
ず
、
気
楽

に
集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
、
公
民
館
の
一
階
の
土
間
部
分
を
部

屋
に
改
修
し
た
。

　

平
成
30
年
に
は
、
様
々
な
当
番
や
役
割
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
、
班
の
数
を
３
つ
に
し
た
。
正
月
の
お
日
待
に
始
ま
り
、
４

月
の
井
手
さ
ら
え
、
夏
の
一
斉
清
掃
、
秋
祭
り
、
観
音
様
、
お

大
師
講
、
神
社
へ
の
日
参
な
ど
、
様
々
な
行
事
や
祭
事
を
、
現

状
に
合
わ
せ
た
形
で
続
け
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
皆
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
作

り
、
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
集
落
の
生
活
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
。�

（
中
原
集
落
協
力
員
）

～
若
桜
の
集
落
史
～

町
誌
編
さ
ん
執
筆
協
力
員
よ
り
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文　　　学 そ　の　他
・独り立ち 佐伯　泰英 ・�最新女子栄養大学栄養クリニックの糖尿

病バランスレシピ
女子栄養大学栄養ク
リニック・しみしみがんもとお犬道中 高田　在子

・金の妬心 上田　秀人 ・散歩で見かける樹木の見分け方図鑑 岩谷　美苗

・櫻子さんの足下には死体が埋まっている
　〔１８〕 太田　紫織

・なぜ、いま思考力が必要なのか？ 池上　彰
・おいしい道の駅ドライブ中国・四国　〔2022〕昭文社

・告ぐ雷鳥 知野　みさき ・７０からはメリハリ元気で自然な暮らし 冲　幸子
・シャイロックの子供たち 池井戸　潤 ヤング・児童書・絵本
・任侠ショコラティエ 新堂　冬樹 ・クジラの骨と僕らの未来 中村　玄
・あきらめません！ 垣谷　美雨 ・江戸のジャーナリスト葛飾北斎 千野　境子
・それでも日々はつづくから 燃え殻 ・セカイを科学せよ！ 安田　夏菜
・恋せぬふたり 吉田　恵里香 ・ふしぎ駄菓子屋銭天堂　　１７ 廣嶋　玲子
・今日は、これをしました 群　ようこ ・この世界からサイがいなくなってしまう 味田村　太郎
・奇跡集 小野寺　史宜 ・めくって学べる乗り物のしくみ図鑑 学研プラス
・猫弁と幽霊屋敷 大山　淳子 ・ちょっちょっちょきーん たあ先生
・二重らせんのスイッチ 辻堂　ゆめ ・ぼりすそらをとぶ ディック　ブルーナ
・天下を買った女 伊東　潤 ・とうもろこしぬぐぞう はらしま　まみ
・たそがれの侵入者 赤川　次郎 郷　　土
・やりなおし世界文学 津村　記久子 ・鳥取城 中井　均
・子宝船 宮部　みゆき ・先生、大蛇が図書館をうろついています！ 小林　朋道

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間

マスクの着用・消毒・検温にご協力くださいマスクの着用・消毒・検温にご協力ください

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

■は休館日

8 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】8月 18 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】8月 19 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

※8月16日（火）のムーブックは運休します。

上川周平上川周平
心 ～ステップライブ～心 ～ステップライブ～

夏休み恒例 こわい話　夏休み恒例 こわい話　

日時　令和４年８月 20 日（土）14 時　開演
場所　情報館エントランス
　上川周平さん（若桜町出身）に

よるコンサートを開催します。詳

細は折込チラシをご覧ください。

日時　令和４年
　　　８月３日（水）・４日（木）
　　　10 日（水）　10：45 ～
場所　情報館会議室
　情報館職員によるこわいおはなし会を今年も開催し

ます。夏休みに、暑さもふきとぶ背筋が凍るようなお

話はいかがでしょうか？
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くらしの情報

お
知
ら
せ

鳥
取
県
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

『
き
き
』７
月
12
日 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す

　
『
き
き
』
は
お
子
さ
ま
の
き
こ
え
（
聴
覚
）
な
ど
を

心
配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
関
係
者
等
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
で
す
。
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
で
リ
フ
ァ
ー
（
要
再
検
）
と
言
わ
れ
た
場
合
、
お

子
さ
ま
の
き
こ
え
が
気
に
な
る
場
合
等
、
小
さ
な
こ
と

で
も
御
相
談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
９
時
～
17
時

　
　
　
　
　　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

【
相
談
窓
口
】
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
き
き
』

　
　
　
　
　　
（
鳥
取
市
桜
谷
１
７
３

－

２
１
）

　
　
　
　
　　
☎
０
８
５
７
（
50
）
０
１
７
０

　
　
　
　
　　

０
８
５
７
（
50
）
０
１
７
６

　
　
　
　
　　

�（
相
談
フ
ォ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　

https://x.gd/tottorikiki

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署　
☎（
72
）０
１
１
０

　
郡
家
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
住
宅
や
店
舗
な
ど
を

狙
っ
た
盗
難
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

し
て
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
す
る
時
は
戸
締
り
、
鍵
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
に
い
る
時
で
も
玄
関
に
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

店
舗
な
ど
は
防
犯
カ
メ
ラ
や
警
報
機
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・�

閉
店
後
に
は
レ
ジ
に
お
金
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

①�

時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
（
36
協
定
）
を
含
む
労
働

時
間
制
度

②�

年
次
有
給
休
暇
を
年
5
日
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
の

取
り
組
み

③
長
時
間
労
働
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
の
ご
相
談
に
労
働
時
間
相
談
・
支
援
班
が
対
応
し

ま
す
。

　
個
別
訪
問
に
よ
る
ご
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
の
で
、

左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
（
担
当
：
藤
田
）

　
☎
０
８
５
７（
50
）０
１
７
０

　

０
８
５
８（
50
）０
１
７
６

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
５
７（
24
）３
３
２
１

　
受
付
時
間
：
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

木
工
芸
三
人
展

　
若
桜
町
は
古
く
よ
り
林
業
が
栄
え
る
と
と
も
に
木
工

芸
が
発
達
し
、
多
く
の
木
地
師
が
居
住
し
て
い
た
記
録

も
多
く
残
さ
れ
、
そ
の
技
術
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
若
桜
町
在
住
の
小
林
義
實
氏
（
鳥
取
県

伝
統
工
芸
士
）
と
波
多
野
憲
氏
の
木
工
ろ
く
ろ
作
品
と

麒
麟
獅
子
頭
や
仏
像
彫
刻
の
仏
師
・
矢
山
裕
二
氏
（
八

頭
町
在
住
）
の
三
者
三
様
の
木
工
芸
品
に
加
え
、
茗
荷

定
治
氏
、
盛
田
秀
秋
氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
2
階
で
は
剪
画
ア
ー
ト
＆
ス
ペ
ー
ス
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
剪
画
展
「
大
地
と
海
と
暮
ら
す
」
を

同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
会　
場
】
若
桜
郷
土
文
化
の
里　
た
く
み
の
館

【
期　
間
】�

令
和
４
年
７
月
23
日（
土
）～
８
月
21
日（
日
）

９
時
～
17
時

【
休
館
日
】
月
曜
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

▲矢山�裕二�氏▲波多野�憲�氏▲小林�義實�氏
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くらしの情報
司
法
書
士　

全
国
一
斉『
遺
言
・
相
続
』相
談
会

【
日　
　
時
】
８
月
７
日
（
日
）
10
時
～
16
時　
　

【
実
施
方
法
】
面
談
及
び
電
話
相
談

【
面
談
会
場
】
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
２
階
第
４
会
議
室

【
面
談
予
約
】

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７（
24
）７
０
２
４

募　
　

集

職
業
訓
練
受
講
生
の
募
集

【
訓
練
科
目
】
①
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
科

　
　
　
　　
　
②
医
療
事
務
科

【
訓
練
期
間
】
①
９
月
22
日
（
木
）
～

　
　
　
　　
　
　
令
和
５
年
３
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　　
　
②
９
月
27
日
（
火
）
～

　
　
　
　　
　
　
12
月
26
日
（
月
）

【
場　
　
所
】
①
イ
ン
グ
ス
ジ
ョ
ブ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　　
　
②
ニ
チ
イ
学
館
鳥
取
教
室

【
定　
　
員
】
①
12
名　
②
14
名

【
申
込
期
限
】
①
９
月
１
日
（
木
）
12
時
ま
で

　
　
　
　　
　
②
９
月
13
日
（
火
）
12
時
ま
で

【
応
募
資
格
】
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

【
受�

講�

料
】
無
料

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は
自
己
負
担
）

　
雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
方
は
、
一
定
の
条
件
を
満

令
和
４
年
度
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合

職
員
採
用
試
験

【
試
験
区
分
】
①
事
務
職　
②
消
防
職�

区
分
⑴
、
区
分
⑵

【
年
齢
要
件
】
①�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　　
　
②�

区
分
⑴
〔
一
般
枠
〕

　
　
　
　　
　
　

�
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　　
　
　
区
分
⑵
〔
高
校
新
卒
枠
〕

　
　
　
　　
　
　

�

令
和
５
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
人

【
採
用
時
期
】
令
和
５
年
４
月
１
日

【
申
込
期
間
】
７
月
20
日
（
水
）
～
８
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　　
　
17
時
15
分
必
着

【
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所
】

　
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
事
務
局
総
務
課
、

消
防
局
消
防
総
務
課
及
び
鳥
取
県
東
部
各
市
町
役
場
ま

た
は
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合�

事
務

局
総
務
課

　
☎
０
８
５
７（
20
）０
１
１
９

相　
　

談

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
時
】
①
８
月
20
日
（
土
）
10
時
～
15
時

　
　
　
　　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　
　　
②
９
月
４
日
（
日
）
10
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
　　
　
※
要
予
約

【
場　
所
】
①
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　　
②
鳥
取
市
立
用
瀬
図
書
館
３
階
お
は
な
し
の
部
屋

【
内　
容
】�

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、

　
　
　
　　

�

許
認
可
申
請
、
契
約
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
の
代
理
申
請
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
時
】
８
月
10
日
（
水
）
10
時
～
12
時　
※
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
代
理
申
請

な
ど
（
日
本
人
の
相
談
も
可
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
☎
０
８
５
７
（
24
）
７
０
２
４
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　
※
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

　
☎
０
１
２
０
（
33
）
９
２
７
９
（
予
約
不
要
）

　
※
当
日
の
み
通
話
可
能
で
す
。

　
※
相
談
は
無
料
で
す
。

※�

本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
申
し
込
み
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
概
要
】

（
期　
日
）
９
月
18
日
（
日
）

（
場　
所
）
鳥
取
市
立
南
中
学
校

※�

詳
細
は
受
験
案
内
ま
た
は
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.east.tottori.tottori.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報
【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
23
）２
０
２
１（
42
♯
）

　
鳥
取
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

戸
窓
口

籍 の

※
７
月
15
日
届
出
分
ま
で

【有料広告の掲載に関するお問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231�IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

受
付
開
始　
８
月
２
日
（
火
）
か
ら
（
先
着
順
）

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
8
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

 

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm�×�横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000�～�5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企
画政策課へお問い合わせください。
※町ホームページ掲載の広告も募集中です。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

下　

町　

神
田　

利
夫
さ
ん�

85
歳

糸
白
見　

小
椋　

茂
代
さ
ん�

67
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

香
典
返
し
と
し
て
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
と
し
て
若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

金
一
封

湯　

原

湯　

原　

鎌
谷　

徹
道

　

鎌
谷　

徹
道
さ
ん　
　

さ
ん　
　

父父
良
憲
良
憲
さ
ん
さ
ん

渕　

見

渕　

見　

植
嶋
み
ど
り

　

植
嶋
み
ど
り
さ
ん　
　

さ
ん　
　

夫夫
福
敏
福
敏
さ
ん
さ
ん

��

　

米

　

米　

森
岡　

明
彦

　

森
岡　

明
彦
さ
ん　
　

さ
ん　
　

母母
秀
子
秀
子
さ
ん
さ
ん

内　容 日　時 定員 費用

裂き織り
８月９日（火）
10：00～11：30
13：30～15：00

各３人 実費

マイバッグ
（パッチワーク
トート）

８月17日（水）
10：00～15：00 ５人 200円

健康布ぞうり ８月23日（火）
10：00～15：00 ８人 100円

木工
（ネコとウサギ
を抱いた少女
たち・置物）

８月26日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

※�

上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば
ミ
ニ
企
画

《
秋
の
お
宝
み
っ
け
市
》

　

お
も
ち
ゃ
、
古
本
、
雑
貨
、
手
づ
く
り
品
に
加
え
、

普
段
は
出
な
い
洋
服
類
等
３
階
フ
ロ
ア
で
、
ミ
ニ
ミ
ニ

市
を
開
催
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
場
制
限
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
有
料
（
一
部
無
料
）

【
日　
時
】
９
月
４
日
（
日
）
10
時
～
12
時

【
場　
所
】
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば　
３
階
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8 
2022

発
行
日 
令
和
４
年
7
月
29
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,286世帯（±0）

2,885（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年7月１日現在）

男：１，377（－2）
女：１，508（－2）

世帯
人口2022年

8 月号

8月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 8月31日（水）

町県民税（普通徴収）（第２期）
国民健康保険税（普通徴収）（第２期）
介護保険料（普通徴収）（第２期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（全期及び第１期）

　町民の皆様にご協力いた
だき、今年度も若桜駅前か
ら若桜宿内の軒下に色とり
どりの可愛らしい金魚を多
数飾ることができました。
　真夏の暑い中、一時のそ
よ風に揺れる金魚を眺めて
涼んでいただければと思い
ます。　

（加島　裕子）

みんなのフォトリレー
 第17回
みんなのフォトリレー
 第17回

２年目を迎えた恋こいロード。２年目を迎えた恋こいロード。

氷ノ山スキー場でグラススキー氷ノ山スキー場でグラススキー

日　付 行事名 時　間 場　所
8 / 2 (火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
8 / 4 (木) 障がい者相談 9：30～12：00 ドリーミー
8 / 5 (金) 池田がんばる教室 13：30～ 若桜町公民館池田分館

8 / 9 (火)

消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
人権相談 9：00～11：30 ドリーミー
行政相談 9：00～11：00 ドリーミー
法律相談 13：30～16：00 ドリーミー

8/12(金)
　　13（土） 野球大会（盆野球） 9：00～ 若桜学園グラウンド

8/16(火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
8/23(火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
8/25(木) わかさ健康測定会 10：00～11：30 保健センター

8/26(金) 特定・各種がん検診 ８：30～10：00受付 保健センター
わかさがんばる教室 13：30～ 保健センター

8/30(火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

※新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽予定が変更になる場合があります。
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